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2.カテゴリー②【実習･課題研究の指導に関する評価手法と指導方法】 
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平成 28 年 1 月 10 日 

平成 27 年度研究実践報告書 

                               仙台市立仙台工業高等学校 

                                校長 西 尾 正 人 

１．研究課題 

「実習」や「課題研究」における授業内容の工夫と指導・評価の在り方 

 

２．研究目的 

 学校から社会へのスムーズな移行のため，「自他の理解能力」，「コミュニケーション能力」，「課

題解決能力」の 3 つの資質・能力の向上を図りたい。そのために，「実習」や「課題研究」におい

てルーブリックを活用し，3 つの資質・能力の理解と育成につながる指導方法と評価手法の開発を

行う。 

 

３．研究仮説 

ルーブリックを活用した指導・評価を行うことによって，「自他の理解能力」，「コミュニケーシ

ョン能力」，「課題解決能力」の資質・能力について，その理解と活動の振り返りができるようにな

り，それらの資質・能力の向上を図ることができる。 

 

(1) 仮説の背景 

   本校は仙台市の東部に位置し，平成 28 年に創立 120 周年を迎える歴史ある伝統校である。多く

の卒業生が全国各地で地域産業の担い手として活躍している。約 7割の生徒が就職希望を希望して

いる。資格取得や部活動の奨励，教科学習の充実などを通し，学校から社会へのスムーズな移行を

視野に入れた教育活動を行っているが，不採用になる生徒がでてきている。産業界が求める資質・

能力を明らかにし，これまでの指導方法や評価手法を改善することが必要になっている。 

  

  ア 生徒・学校の課題 

   教科学習の評定や資格取得に積極的に取り組んだ生徒より，運動部系の部活動で熱心に取り組ん

だ生徒の方が採用される傾向が見られたり，「積極性不足」や「コミュニケーション能力不足」な

どの理由で不採用になる生徒がでており，産業人として必要な資質・能力を明確にすることやその

指導方法や評価手法が課題となっている。 

 

  イ 地域社会の課題 

   中小企業では，少子化・技術者の高齢化が進み，構造的な人材不足とともに技能・技術の伝承が

課題となっている。また，技能と課題解決能力を組み合わせた総合的な価値創造力を持つ人材の育

成が求められているが，十分に応えているとは言い難い。 

 

(2) 研究の手法 

1） 電気科，建築科，機械科，土木科の 4 学科の「実習」や「課題研究」において，ルーブリッ

クを活用した指導・評価を実践し，その効果と汎用性を検証する。  

2） 4 学科で取り組んだ内容を動画として記録し，授業分析を行う。 

3） アクティブ・ラーニングなどの課題解決型学習を取り入れて資質・能力の変容を検証する。 

4） 学習指導案を作成し，公開授業及び授業研究会を実施し，幅広い視点からの検証を行う。 
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４．研究内容 

 

(1) 対象教科 

ア 教科：「工業」（電気）（授業実践撮影協力：建築，機械，土木） 

イ 科目：「電気実習」 

ウ 単元：電気工事実習 

 

(2) 対象生徒 

電気科 2年 34 名 

1 年次に実践したルーブリックを活用した指導・評価をもとに，資質・能力の変容の分析を行う。 

 

 

(3) 評価手法 

アクティブ・ラーニングとルーブリックを活用した指導・評価 

 

(4) 指導方法  

本校の電気科は，3 年生の 2 月中旬に，地域に貢献する職業人を育成するために，テクノボラン

ティア（電気工事編）を実施している。テクノボランティアは，学校近隣の団地を訪問し，電気工

事組合の指導のもと高齢者宅のスイッチをランプが点灯するスイッチに交換，照明の清掃活動をす

るなど専門性を生かしたボランティア活動のことを意味している。実施に向けて，実践的な電気工

事に関する課題をグループで検討・作業させ，主体的に課題解決にあたらせる。 

今回生徒には，専門的職業人として必要な資質・能力の向上を目的に，パフォーマンス課題を与

え，ルーブリックを活用した指導・評価を行うことにした。パフォーマンス課題（実践的な電気工

事の課題）のワークシートを 8 班編成のグループ（3～4 名/班）に配布して，グループで話し合い

や，教え合うなどの活動を通して結論をまとめさせる。グループ内の結論をもとに実践的な電気工

事の作業を実施し，グループで作業する上で自分の役割を確実に果たすことの大切さを感じさせる。 

   学習活動のねらいは，次の 3つである。①ルーブリックを活用した指導・評価を通して職業人と 

して必要な資質・能力を育成する。②テクノボランティアを意識させた学習活動で，地域社会に貢 

  献することの大切さを理解させる。③電気工事実習で学んだ知識・技能がどのように実社会で応用

させているか体験させ，失敗や成功から学ぶ機会を与える。 

 

  （5）研究経過 

 学習内容 具体的な学習活動 指導・評価方法 

第１時 

7 月 23日 

テクノボランティア 

事前検討会 

テクノボランティア実施に向けた事前検討を課題とする。グ

ループで模造紙と付箋を利用したブレインストーミングにて

課題解決をまとめ発表させる。 

ルーブリックを活

用した指導・評価 

第２時 

10 月 23日 

電気工事総合実践 

（公開授業） 

実践的な電気工事作業を課題とする。  

グループで検討し，結論に基づき，電気工事作業パネルを用

意しテクノボランティアの作業を体験させる。 

ルーブリックを活

用した指導・評価 

第３時 テクノボランティア実践 

電気工事組合指導のもとテクノボランティア（電気工事編）

を実施させる。 

ルーブリックを活

用した指導・評価 
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 [7 月 23 日の授業実践について] 

７月２３日の「電気実習」の授業内容は，「テクノボランティア（電気工事編）実施に向けた事

前検討会」とし，テクノボランティアを実施するための課題（図 1）を設定した。 

   

 

授業を行う際に使用した，資質・能力のルーブリッ

ク（スキルアップシート）は（図 2）である。ルーブ

リックの使用方法としては，授業の前にルーブリック

を生徒に配布し，職業人として必要な資質・能力につ

いて説明を行う。そのうえで生徒の学習活動における

到達目標を設定させる。グループごとの担当教員がル

ーブリックを活用しながら指導・評価を実践していく。

学習活動後には，生徒に資質・能力のルーブリックを

フィードバックし，生徒個人の活動を振り返りさせる。

学習活動の形態としては，1クラス 9班編成（3～4人

/班）として課題について模造紙と付箋を利用しなが

らグループ検討させ，検討結果を最後に発表させる内

容である。授業展開について担当教員間で事前打合せ

を密に行い，指導と評価には 4人の教員（2グループ/

人）があたった。 

 

 

検討課題は以下の 5つである。 

1） 団地を訪問して電気工事作業を行うとき，必要なもの（持参する工具など）を検討しなさい。 

2） 団地を訪問したときのマナーを検討しなさい。 

3） 作業開始前にすること作業実施時に注意することを検討しなさい。 

4） 作業終了後にすることを検討しなさい。 

5） テクノボランティアを実施するにあたり班（チーム）の課題と解決策を検討しなさい。 

図 1 テクノボランティアを実施するための課題 

 

図 2 資質・能力のスキルアップシート 
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この学習活動を通して生徒は地域に貢献するテ

クノボランティアの意味について理解を深めるこ

とができた。また，グループ活動する際は，事前に

ルーブリックを生徒に確認させ，目標を設定させる

ことにした。生徒は活動の「目当て」が理解でき，

「いきいき」とグループ活動をしていた。指導・評

価にあたった教員から「この子にまとめる力があっ

たんだね。」また「生徒の別な一面も気づくことが

でき良かった。」との意見もあった。 

ルーブリックを活用し生徒の資質・能力が育成す

るような教員の指導（声がけなど）については，動

画を撮影し，担当教員間で分析を行うことにした。 

 

[10 月 23 日の授業実践について] 

１０月２３日は研究実践の取り組みを広く知っていただくため，公開授業として実践を行った。全国

工業高等学校長協会様をはじめ，仙台市教育委員会様から県内外 36 名の先生方に参加いただいての公

開授業となった。「電気実習」の授業内容は「テクノボランティアに向けた電気工事総合実践」としテ

クノボランティアに向けての実践的な電気工事課題（図 4）を設定した。 

 

 

資質・能力のルーブリックの使用方法は，前回と同様で目標を設定し，活動を振り返り記入させる。

というやり方である。指導・評価の担当教員も同じ班を担当し，事前打合せで学習指導案をもとに指導

上の留意事項を確認した。授業展開は，テクノボランティアを視野に入れ，部屋をイメージした電気工

事作業パネルを用意して，班ごとに電気工事の作業をさせる課題である。作業開始前に班ごとに課題に

図 3 グループ活動で課題検討している様子 

図 4 テクノボランティアに向けての実践的な電気工事課題 
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ついて模造紙と付箋を利用し検討をさせ，班ごとの結論のもと電気工事の作業を協力して行うという内

容である。また，電気工事作業パネルは 2台準備しているので作業していない班は，他の班の作業を分

析できるように観察シートも準備して行った。ビデオカメラで動画をプロジェクタでスクリーンに映写

して作業の様子を観察しやすくする工夫を行った。課題は以下の 4つである。 

1） グループ内で役割分担を決める。（班長および前面作業ペアと背面作業ペアを決める。） 

2） 複線図を検討する。 

3） 効率的な作業手順について検討する。 

4） 作業上の注意事項を検討する。 

（図 5）は班ごとに課題について検討している様子であり，教員は資質・能力のルーブリックをもとに

指導と評価をしている。（図 6）は検討結果に従い班ごとに電気工事の作業をしている様子である。 

（図 7）は他の班の電気工事作業を分析するための観察シートであり，（図 8）は作品のチェックポイン

トシートである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 グループ活動で課題について検討している様子 図 6 グループごとの電気工事作業の様子 

図 7 観察シート 図 8 チェックポイントシート 
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公開授業当日は，生徒も緊張している様子ではあ

ったが，班ごとに課題について検討をし，協力し合

いながら電気工事の作業に取り組んでくれた。（図 9）

は当日の様子である。教員により班ごとにルーブリ

ックを活用した指導・評価が行われている。また，

完成した作品はチェックポイントシートで検査し，

通電試験（実際に蛍光灯やダウンライトの点灯やコ

ンセントに掃除機を接続し運転してみる）を行う。

各班の作業が終了してから班ごとに活動を振り返り，

そして発表を行わせた。「テクノボランティアでは相

手の気持ちを考えて，頑張りたい。」という，すばら

しい発表であった。 

 

 

《公開授業の学習指導案一部抜粋》 

（１）題材名「電気工事総合実践」 

（２）本時のねらい 

・ルーブリックを活用した指導・評価を通して職業人としての必要な資質・能力を育成する。 

・テクノボランティアを意識させた学習活動で，地域社会に貢献する意味を理解する。 

・電気工事実習で学んだ知識・技能を活用した作業を体験させ，グループで協力しながら活動する大

切さを理解する。 

（３）本時の評価規準 

   ルーブリックを活用した評価（別紙参照） 

（４）学習指導上の工夫 

  ・2 班あたり 1名の教員をあて，ルーブリックを活用した指導・評価を行う。 

  ・資質・能力の評価が上がるような手立てを行う。 

  ・電気工事の作業中は誤結線や重大欠陥がない指導を行う。 

（５）準備物 

  電気工事作業パネル（2台），電気工事用工具，電気工事材料，安全帯，通電検査時の負荷， 

電源ドラム，プロジェクタ，ビデオカメラ，デジタルカメラ 

（６）本時の展開（3 時間） 

段階 学習活動と主な発問 形態 指導上の留意点 評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入 

（5分） 

 

 

 

 

１．挨拶・号令 

２. 本時の学習活動を説明する。 

○テクノボランティア（電気工事編）を想定した電気工

事の課題をグループで検討して作業を行わせる。 

３.授業の流れを説明する。 

○グループでのパフォーマンス課題を班長に配布する

ので班長をまとめ役にしてグループで課題について

検討しワークシートに記入させる。（20分） 

○検討内容に従い，電気工事作業を実践させる。作業終

了後は実際に通電検査を行わせる。 

（作業時間は25分 ＋ 検査・後片付け5分） 

○作業実践について班ごとに発表させる。 

○本日の学習活動を振り返らせる。（生徒個人の振り返り） 

○休み時間は全部の班が作業終了後に10分とする。 

４.指導・評価を担当する先生を紹介する。 

 

 

全て 

8 班編成 

1 班 

（1～4） 

2 班 

（5～8） 

3 班 

（9～12） 

4 班 

（13～16） 

5 班 

（17～20） 

6 班 

（21～24） 

7 班 

（28～31） 

8 班 

（25・26 

32～34） 

 

・今回の学習活動で前時 

にルーブリックで自分 

の設定した目標（資質・ 

能力）が達成できるよう 

に意識させる。 

 

 

・グループでの検討の際

に他者の否定をするこ

とは言わないよう指導

する。 

 

・わからないことは，グ

ループ内で教え合い共

通理解を持たせる。 

 

 

 

 

 

      

 

別紙 

ルーブリックを活用した

評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 公開授業の様子 
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展開① 

（20 分） 

 

 

 

1・2班   三浦先生 

3・4班   中本先生 

5・6班   畠山先生 

7・8班   佐々 木先生 

５.ルーブリックにて活動の自己目標を確認させる。 

○グループ活動のとき，自分の設定した目標を達成でき

るように積極的に活動させる。 

６.班長に課題を配布する。 

７.課題について説明しグループ検討および工具および

材料点検をさせる。 

（グループ活動の指導・評価は3.の割り当てによる。） 

○検討用に模造紙を使用させる。 

○電気工事作業の複線図を確認させる。 

○電気工事作業パネルの前面作業2名と後面作業2名を

決めさせる。 

○電気工事作業手順および注意事項を考えさせる。 

○他班の活動様子を観察させ感想を記入させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全て 

8 班 

編成 

グループ 

・グループ活動に積極的 

に参加し，話し合いによ 

り決まった自己の役割 

を確実に果たすように 

指導する。 

 

・作業上不明なことは， 

グループ内のメンバー 

で教え合い，作業ミスが 

ないように共通理解の 

もと作業に入るよう指 

導する。 

 

・テーブルに事前に必要 

なものは準備しておき， 

工具や材料に不足がな 

いかも確認させる。 

 

 

 

 

 

 

別紙 

ルーブリックを活用した

評価 

展開② 

（25+5 分） 

８.電気工事実践作業 

      全体の展開予定 

   概要説明   （5 分） 

グループ検討および工具・材料

点検（模造紙使用） （20 分） 

1 班・2班 電気工事作業 

および点検と通電検査および

後片付け    （25+5 分） 

ルーブリックと作品評価：（三浦） 

作業助言：1 班（中本）・2 班（畠山） 

3 班・4班 電気工事作業 

および点検と通電検査および

後片付け    （25+5 分） 

ルーブリックと作品評価：（中本） 

作業助言：3 班（畠山）・4 班（佐々木） 

5 班・6班 電気工事作業 

および点検と通電検査および

後片付け    （25+5 分） 

ルーブリックと作品評価：（畠山） 

作業助言：5 班（佐々木）・6 班（三浦） 

7 班・8班 電気工事作業 

および点検と通電検査および

後片付け    （25+5 分） 

ルーブリックと作品評価：（佐々木） 

作業助言：7 班（三浦）・8 班（中本） 

各班より 

作業について発表（5分） 

        

 

休憩 

担当者からの講評および 

ルーブリックを配布し活動の

振り返りをさせる。 

解散 

 

全て 

8 班 

編成 

グループ 

 

 

 

 

・生徒が主体的に取り組 

むことができるように 

指導する。 

 

 

 

・他の班の活動の様子を 

分析し観察シートに記 

入させる。 

 

 

・電気工事作業中は，で 

きるだけグループのメ 

ンバーだけで相談し欠 

陥のないように完成さ 

せる。 

 

 

 

・後片付けも大切な作業 

の一つであると意識さ 

せる。 

 

 

 

・「お客様の大切なもの 

を工事している」という 

ことを意識させる。 

 

 

 

・ルーブリックの生徒の 

目標設定で伸ばしたい 

資質・能力が達成できる 

ように働きかける 

別紙 

ルーブリックを活用した

評価 

 

 

作品 

点検チェックポイント 

シート評価 

まとめ 

（10 分） 

 

９.担当者から講評・生徒の活動振り返り 

  ・各担当者から簡単に講評する。 

  ・ルーブリックを配布し生徒個人の振

り返りを記入させる。 

  ・解散 

 

全て 

8 班 

編成 

グループ 

 

・ルーブリックの振り返りを記 

入させ回収，先生からのアドバ 

イスを記入し後日，生徒に返却 

する。 

 

 

9：50 

9：55 

10：15 10：15 

10：45 

11：15 

12：20 

12：30 

12：40 

11：45 

12：15 
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（6）仮説の検証 

   昨年度は，従来の「電気実習」の実習項目で「ルーブリックを活用した指導・評価」を実施した。

今年度は，生徒に「電気実習」で身に付けた知識・技能を活用しながら課題解決に取り組ませる。

そして地域社会とのつながりを考えさせたいという思いからテクノボランティア（電気工事編）を

「電気実習」の授業計画に取り入れて生徒の職業人として必要な資質・能力の育成を試みた。 

7 月がテクノボランティア事前検討会であり，10月がテクノボランティア電気工事総合実践であ

る。両授業とも課題についてブレインストーミング（模造紙と付箋）でグループ検討させ，考えを

まとめさせて発表し，実践する展開にした。生徒は従来の実習形態とは違い，意欲的に取り組んで

くれた。課題について，生徒がグループで活動した様子を資質・能力のルーブリックを活用しなが

ら指導・評価し，集計結果の比較を行った。（図 9・10） 

 

 

10 月に実施した評価のほうが 2と 3の段階が大きく減少し，5と 4の段階まで向上しているのが

わかる。生徒が自分の目標を設定して活動に取り組んだこと，また教員と生徒が資質・能力のルー

ブリックを共有して指導に望んだことが，すべての項目で向上する結果として現れた。 

 

図 10 10 月実施の集計結果 図 9 ７月実施の集計結果 

図 11 事前検討会のワークシートと資質・能力のルーブリック 



- 55 - 

図 12 電気工事総合実践のワークシートと資質・能力のルーブリック 

図 13 電気工事総合実践の観察シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 11・12・13）はある生徒のワークシートと資質・能力のルーブリックである。事前検討会に

おける活動では，目標として「わたしは，自分から意

見や考えを伝えるのは得意なので，発信力は心配あり

ませんが，人の意見をあまり聞いたり，理解しようと

しないので，人の意見にも耳を傾け，傾聴力を伸ばし

たいと考えています。」としている。振り返りでは「課

題発見力と創造力が 3 の段階だったので，テクノボラ

ンティをするまでにその 2 つを伸ばしたいと思った。

課題発見力は電気工事の作業をする上でも，特に重要

だと思うので，努力したいと思います。」と記入してい

る。  

電気工事総合実践における活動では，目標として「わ

たしは電気工事があまり得意ではないので，自分が何

をすべきか，きちんと把握した上で動こうと思います。

それだけでなく，他者と協力し効率よく，かつ正確で

丁寧な作業を心がけたいと考えています。主体性と働

きかけ力を大事にしたいです。」としている。振り返り

では「計画力がもっとあれば良かったです。でも練習

よりもスムーズに行え，作業が早く終わりました。これ

は，一人一人がやるべきことを確認，把握し，効率よく

確実に声をかけながら行ったからだと思います。この調子で本番のテクノボランティアもがんばり

たいです。」としている。身に付けさせたい資質・能力のルーブリックを作成し，評価基準を教員

と生徒で共有しながら課題についてグループ活動させた。生徒は「自分のことや他者のこと」また，

「チームとして課題解決する大切さ」など多くの気づきがあったと考える。 
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５．研究成果 

昨年度は，通常行っている「電気実習」の一項目で資質・能力のルーブリックを活用した指導・

評価を実践した。通常の実習項目では，生徒は受動的な取り組みとなっており，本校の育成したい

資質・能力をルーブリックで見極めるのは困難な点があった。本年度は，この反省を踏まえアクテ

ィブ・ラーニングを取り入れるなどの工夫をして生徒が能動的に取り組むことができる実習課題を

設定した。その実習課題で資質・能力のルーブリックを活用した指導・評価を実践してみた。 

グループ活動の前に，資質・能力のルーブリック（スキルアップシート）を生徒に配布し，活動

の目標を設定させた。教員と生徒でルーブリックを共有し，生徒の目標を達成出来るように声がけ

をしながら指導と評価を行った。 

今回の工夫した授業の実習課題により，育成したい資質・能力を可視化することができた。資質・

能力のルーブリックを作成し，生徒に示すことで活動の目当てが理解でき，生徒の資質・能力の自

己理解につながった。さらに生徒は自分の資質・能力の向上を目指す態度が育成されてきた。 

 

６．今後の課題 

  ○本校で育成したい資質・能力は８項目である。今回の実習課題は全ての資質・能力を見極めるた

めのものであったが，対象教科を広げる場合は授業の内容により，資質・能力の項目を減らして行

うなど授業担当者の負担にならないような工夫が必要である。 

  ○資質・能力のルーブリックにおいて評価基準は，言語化されているが教員の尺度により多少の判

断の差は考えられる。評価担当者間で事前に打合せを持ち，見るポイントを決めておく必要がある。 

  ○今年度，電気科以外の学科（建築・機械・土木）でも，本研究で作成した資質・能力のルーブリ

ックを使用し，授業を行ってもらった。建築科と機械科では「課題研究」において，土木科は「測

量」と「課題研究」において実践した。どの学科でも利用できるルーブリックではあるが，ルーブ

リックを活用した評価がしやすくなるような授業展開の工夫が必要となる。 

  ○教員間で授業見学などを行い，実践力を高めていくことが必要であり，ブラッシュアップしてい

く努力が求められる。 

  ○3 年間での生徒たちの資質・能力の変容を把握するため，定期的に評価を継続していくことが資

質・能力の育成には大切である。 

  ○地域社会のニーズから，学校が独自に育成する資質・能力として，「地域貢献力」，「ものづくり

力」，「未来・創造力」を定めた。本研究で取り上げた産業人として必要な資質・能力の育成の知見

を基に，さらに研究を発展させていきたい。 

 

7．調査研究のまとめ 

本校では「学校から社会へのスムーズな移行」を視野に入れた教育活動に課題がある。その課題の

解決策として資質・能力を定義し，ルーブリックを活用した指導と評価を行った。生徒はルーブリッ

クによりチームで取り組む目標を設定でき，教員と共有することで生徒に自己肯定感につながるよう

な変容が見られた。 

この研究成果をもとに他学科でも取り組み，学校全体として「学校から社会へのスムーズな移行」

を視野に入れた教育活動に取り組んでいきたい。 
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平成 28 年 1 月 10日 

平成 27 年度研究実践報告書 

                                 栃木県立那須清峰高等学校 

                                  校長 都 野  成 一 

 

１．研究課題 

 高度な技術習得のための指導方法確立に向けた汎用性のある評価手法の研究 

 

２．研究目的 

 高度な技術習得に必要な実践力、考え抜く力、コミュニケーション力、多様性を受け入れる能力、

学習意欲の向上を図りたい。そのために、生徒自身が目指すべき到達度が把握でき、かつ、教員間

でぶれのない指導を行うために汎用性のあるルーブリックを作成し、パフォーマンス評価を行う。 

 

３．研究仮説 

 汎用性ある評価手法を作成することにより、生徒は本校が目指すスペシャリストとしてのスピリ

ット・センス・マナーを身に付けることができる。 

(1) 仮説の背景 

高度な技術習得に対して消極的な生徒が多く、自信を持てないまま卒業している生徒も見ら

れる。地域には、日本を代表する自動車、精密機器、電子制御関連企業が多く、機械系学科の

生徒にも高い技術と意欲が求められている。本校では、ものづくりに関する基礎的な知識、技

術の上に高度な技術教育を通して、自信や意欲にあふれ、学び続ける技術者を育成してきた。

しかし、その成果は一部の生徒に限定される。このようなことから課題に対して生徒一人ひと

りが自信と意欲を持ち、主体的に解決しようとする実行力を育成する必要がある。 

  ア 生徒・学校の課題 

     課題に対して取り組むとき、消極的な姿勢が感じられる生徒が多く、主体的に課題に取

り組む姿勢、意欲が不足している。また真剣に授業に向き合っているが、成果に結びつく

まで集中力が持続しない。 

イ 地域社会の課題 

     自動車、精密機器、電子制御関連等の分野で日本を代表する企業が多い。本校は県北地

区唯一の工業系専門高校として、機械系学科の生徒には高い技術と意欲が求められている

が、十分に応えているとは言い難い。 

(2) 研究の手法 

本研究では仮説を検証するために、技術に関する項目と実践力、コミュニケーション力、考

え抜く力に相当する項目を加えたルーブリックを作成し、パフォーマンス評価を実施する。こ

の評価はスモールステップで課題をクリアするように設定し、その都度、生徒に達成感を持た

せることで必要な資質・能力を改善し高める。また、評価手法の汎用性を検討するために、昨

年度に比べて検証を行い補強する。 

 

４．研究内容 

(1) 対象教科 

  ア 教科 工業・電子機械 

    イ 科目 電子機械実習 2年 
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   (ｱ) 単元 PLC(Programmable Logic Controller)制御実習 

   (ｲ) 内容 配線およびプログラミング 

    ウ 本校電子機械科の教育課程 

   (ｱ) 電子機械科の教育目標 

機械、電子、情報および制御に関する基礎的・基本的な知識と技能を習得させ、メ

カトロニクスについての諸課題を主体的に解決できる能力と態度を養う。 

   (ｲ) 教育課程と実習内容 

   ① 機械、電子、生産技術・制御、情報技術に関する基礎的な科目について 

 1 年生では機械、電子、生産技術・制御、情報技術に関する基礎的な専門科目につい

てカリキュラムを編成している。専門に関する基礎的な科目については「生産システ

ム技術」(2 単位)を履修させている。「工業技術基礎」(3 単位)の中では、特に制御に

関する内容（電子回路実習Ⅰ・Ⅱ、リレー回路、PLC 実習）に重点を置き、2年生の応

用的な技術教育に対応できるように配慮した。 

   ② 電子機械に関する専門知識の定着について 

2 年生では講義・実習と関連付けながら基礎的な技術および技能の習得、実践的な技

術の活用を目指して編成している。「電子機械」を 3 単位、「機械設計」を 2 単位、選

択科目「電子情報技術」を 2 単位とした。これらの科目によりセンサ、機構、情報技

術、組込制御技術、C言語プログラミングに関する知識を習得する。また、技能検定電

気機器組立シーケンス制御作業に対応するため、「電子機械実習」4 単位の中では制御

に関する内容（PLC 実習２、マイコン制御）を充実させて、実践的に技術を活用する力

を育成している。 

  ③ 機械、電子機械に関する応用知識について 

3 年生では「課題研究」、「電子機械実習」により応用する知識を深化し、定着させて

いる。機械に関する科目として「機械設計」、「機械工作」を各 2 単位、電子機械に関

する科目として選択科目「電子機械応用」を 2単位、その他選択科目「工業管理技術」

を 2 単位履修している。多様な生徒、進路に対応するため、基礎基本を繰り返し確認

し、さらに専門科目により課題解決の能力や応用力を高めている。一人ひとりの知識・

理解、技能の習得状況については実技テストで確認している。 

  ④ 最新技術、メカトロニクス応用例について 

2・3 年次「電子機械実習」の中で企業、大学の協力を得て最新技術や応用例につい

て触れる機会を計画、実施している。具体的には工場見学(全学年)、キャリア形成支

援事業、とちぎマイスター技能セミナー、出前授業などを活用している。 

  ⑤ 実習において到達度が低い場合 

早い時期に補習を行い、電子機械に関する知識・技術を習得できるようにしている。

再度自己評価表により到達度を確かめる。 

(2) 対象生徒 

電子機械科 2年生 39 名 

     本校電子機械科の育成したい生徒の中心学年であり、基礎的な専門知識を習得していること

を踏まえ制御技術について柱となる応用的な技術を習得することが相応しい学年であるため。 

(3) 評価手法 

電子機械科の工業教育の柱であるシーケンス制御作業を通して実践的な技術・技能を習得す

るため、応用的な技術レベルまで実習する内容になっている。生徒は課題解決を通して粘り強
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く考え抜く力、2 人 1 組の共同作業によりコミュニケーション力や多様性を受け入れる資質・

能力、加えて主体性と実行力を高められるようにする。6 週間の技術項目、作業内容、資質・

能力に関するルーブリックを作成してパフォーマンス評価を実施する。評価観点はパフォーマ

ンス課題を与え解答する際の態度等とする。なお、6週間の評価については、生徒の技術習得、

成長の記録と位置づけポートフォリオ評価に組み込む。併せて、本校で求める資質・能力を把

握するために、とちぎマイスター技能講習等を実施し、講師に技術者に必要な資質・能力をヒ

アリングする。 

ア 高度な技術習得に向けた評価手法 

    (ｱ) 求められる、育成すべき資質・能力の検討 

とちぎマイスター技能セミナーを開催した際に、必要な資質・技能について講師にヒ

アリングした内容をルーブリック作成の参考にした。ヒアリングの主な内容を(ｲ)～(ｴ)

に示す。とちぎマイスター技能セミナーの様子を 4ページ図 1に示す。 

 (ｲ) 心構え 

        ① 合格することではなく、難しい未知のことに挑戦しようとする意欲。 

     ② 仲間とともに学習する、協調する気持ち。 

     ③ 失敗しても諦めない。結果は良くなくても受け止め、次も乗り越え、やり抜く。 

     ④ 他のことに経験を活かす考え方。何時か役に立つ、役に立てる気持ち。 

     ⑤ 技能五輪に挑戦するくらいの気持ち。 

     ⑥ 親、家族、コーチ、仲間、先生に対する感謝の気持ち。 

   (ｳ) 技術・技能 

   ① 読解力（文章問題で出題されるため） 

  ② 割付表通りに配線する力 

      ③ ラダー図を作成し、プログラムに変換すること。長いプログラムを修正する力 

   ④ 課題に対応した工程回路を構築する力 

(ｴ) その他 

      ① 日本人技術者、職人にあって、諸外国の職人にない感性 

   ② 手先が器用で、常に改善する意識 

 (4) 指導方法 

指導方法は電子機械実習 4 時間×6 週間の中で、基本技術・技能、知識について説明し実習

させる。併せて資質・能力を意識づけるために声掛けを実施する。課題はスモールステップ方

式の課題を用意する。パフォーマンス評価結果から資質・技術習得状況を把握する。結果とし

て技術・技能に加えて資質・能力が高められたか検証して次の班の指導に活用する。 

ア 評価を行う PLC実習 2の技術的観点 

 次の(ｱ)～(ｳ)の 3項目を設定した。 

   (ｱ) 基礎・基本技術の習得状況に関するもの。 

   (ｲ) 実践的な活動に関するもの。 

   (ｳ) 思考・判断・表現、技能、考え抜く力、コミュニケーション力に関するもの。 

  



- 60 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

  図 1 とちぎマイスター技能セミナーの様子     図 2 総合課題(パフォーマンス課題)の様子 

 

表１ 総合課題仕様（パフォーマンス課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       表 2 I/O 割付表       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図3 実習装置配置図      

イ スモールステップ方式の課題 

次の課題仕様に従い、作業を行いなさい。         （注）一連の「押す」という表現は、押した後ただちに放すことを意味する。 

 

課題１ 

 指定された「Ｉ／Ｏ割付」に従い、配線作業を行いなさい。 

 

課題２ 

 次の動作をするプログラムの設計および入力を行いなさい。 

(１)「ＳＳ０」が「手動」のとき（手動運転モード） 

  ①「ＰＢ１」を押し続けている間、「コンベア」は左行を続ける。 

 ②「ＰＢ２」を押し続けている間、「コンベア」は右行を続ける。 

この場合、次の条件を満足していること 

   イ 「コンベア」が動作中のみ、「ＰＬ１：運転ランプ」が点灯する。 

   ロ 「コンベア」が動作中、「ＰＢ５：非常停止ボタン」が押された場合、ただちに「コンベア」は停止し「ＰＬ１」を消灯させると同時に 

「ＰＬ４」を点灯させる。なお、「コンベア」を停止させた場合、「ＰＢ１」を押しても「ＰＢ２」を押しても再動作させないこと。 

「ＰＢ４」を押して非常停止を解除することで、再動作可能とする。 

(２)「ＳＳ０」が「自動」のとき（自動運転モード） 

  次の①～④を１サイクルとして動作する。 

  ①「ＰＢ１：運転開始スイッチ」を押すと、「コンベア」上の｢パレット｣は左行する。   

  ②「パレット｣が左端に達すると「コンベア」は停止する。 

  ③「コンベア」停止１秒後、｢パレット｣は右行する。 

  ④ ｢パレット｣が右端に達すると｢コンベア｣は停止する。 

この場合、次の条件を満足していること 

   イ 「パレット」が右端にないと、「ＰＢ１」を押しても動作しない。 

   ロ サイクル動作中、「ＰＬ１：運転ランプ」が1秒間隔で点滅を繰り返す。 

   ハ サイクル動作中、「ＰＢ５：非常停止ボタン」が押された場合、ただちに「コンベア」は停止し、「ＰＬ１」を消灯させると同時に 

「ＰＬ４」を点灯させる。なお、「コンベア」を停止させた場合、「ＰＢ１」を押しても再動作させないこと。 

     「ＰＢ４」を押して非常停止を解除することで、再動作可能とする。 
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    教師は生徒が高度な技術を習得するために、基本技術、応用技術に分けて課題を設定す

る。課題解決の振る舞いを観察し動作試験を行い評価する。 

   (ｱ) 目標：「コンベアの手動運転および自動運転制御構築」  

 (ｲ) 資質・能力：「主体性、実行力、思考力、コミュニケーション力、課題解決力」 

   (ｳ) 1 週目～6 週目の主な実習内容 

    ① 配線作業とプログラミング 

   ② 内部補助リレーを利用したプログラム 

   ③ サイクル動作、非常停止処理 

   ④ タイマを利用したサイクル動作 

   ⑤ 手動運転と自動運転を切り換え 

   ⑥ 総合課題（単独作業で技能検定3級レベルに挑戦） 

パフォーマンス課題として自由に解答させる。総合課題仕様を表1、I/O割付表を表

2、総合課題の様子を図2、実習装置配置図を図3にそれぞれ示した。 

ウ 声掛け 

(ｱ) 配慮事項 

本年度の研究対象としたクラスの特徴、習得状況により臨機応変に対応する。声掛

けに配慮したことは次のとおりである。 

     ① 生徒は新しい技術を学ぶ不安もあり、習得は簡単なことではないことを前提にする。 

    ② 新しい技術や高度な技術を学ぶためには、指導者の指示や説明を聞いて習得すること。 

    ③ クラスには人に頼り積極的に作業しない集中力が続かない生徒が含まれる。 

    ④ うまくできたら積極的に褒める。 

エ 本質的な問い 

       (ｱ) 包括的な本質的な問い 

           制御とは何か。 

       (ｲ) 単元の本質的な問い 

手動運転および自動運転を可能にするシーケンス制御とは何か。どのように制御プ

ログラムを作成し動作させればよいか。 

        上記の(ｱ)、(ｲ)について意識しながら、各段階の課題ごとに質問を組み立てる。 

オ 課題の各段階に関する声掛け（プロジェクトマネジメント分野より） 

   (ｱ) 目標 「何を目指すのか」 

高度な技術、生産現場で必要な技術を習得する。 

 (ｲ) 段取り「どんなふうに進めるのか」 

思考力を発揮して主体的に課題を解決する。粘り強く考え抜く。 

 (ｳ) 実行 「どう動くのか」 

       技術・技能、コミュニケーション力を駆使して、積極的に協働する。 

 (ｴ) 検証 「結果から何を学ぶのか」 

         高度な技術はスモールステップで理解し習得する。技術・技能、資質・能力を高める。 

       上記の(ｱ)～(ｴ)の声掛けを適切な時期に出来るように配慮する。 

カ 資質・能力を意識した声掛け 

 (ｱ) 技術と合わせて主体性、コミュニケーション力、考え抜く力、協働力、自信、次の段

階への意欲について声掛けをする。 

 (ｲ) 具体的な言葉の例 1 （意欲に関するもの） 
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         ① できるはずだ、でもよく考えなければならない（つまずきやすいポイントに対して）。 

         ② 結果に対して「とても上達したね」、「出来たじゃないか、素晴らしい」。 

     ③ 「高度な技術もスモールステップで、少しずつ理解し習得していけば確実に自分の 

       ものにできたでしょう、自信がついたよね」。 

   (ｳ) 具体的な言葉の例 2 （課題解決能力に関するもの） 

             新たな課題は何か。前回の復習を参考に粘り強く考え抜こう。解決できるはずだ。 

   (ｴ) 具体的な言葉の例 3 （実行力・主体的に関するもの） 

             主体的に自分から取り組む姿勢が大切、わかったら実行する。 

キ 時期やタイミング 

   (ｱ) 授業導入時、思考の最中、正しい答えを導き出せた時、正しく動作した時 

           技術、考え方、動作があっていた時、すぐに褒める。 

   (ｲ) 6 週目の最後、まとめのとき。 

      パフォーマンス評価表1～6週目用を返却して振り返りながら成長できた事を確認し、   

実感させる。 

(5) 研究経過 

平成 26 年度 

ア 4 月 16 日～ 5月 28 日  第 1班目実習 

ルーブリック案検討。 

イ 6 月 4日～7月 9日  第 2 班目実習 

ルーブリック試案を作成し、生徒は自己評価する。修正後 3班目に活用する。 

ウ 7 月 16 日～10月 29 日  第 3班目実習 

ルーブリック修正案を使い、生徒は自己評価する。評価項目を検討する。 

平成 27 年度 

ア 4 月 15 日～ 6月 10 日  第 1班目実習 

指導案作成、ルーブリック案検討。評価のぶれ、生徒の自己評価を前年度と比較する。 

イ 6 月 17 日～10月 14 日  第 2班目実習 

評価のタイミング、声掛け内容およびルールを抽出、検討する。 

ルーブリック試案を作成し、生徒は自己評価する。修正後 3班目に活用する。 

ウ 10 月 21 日～12月 9日  第 3班目実習 

汎用性を検討する。ルーブリック修正案を使い生徒は自己評価する。 

(6) 仮説の検証 

ア 生徒の自己評価と教師の評価 

導入時、教師の声掛けにより実習の意味と将来への有用性を認識させた。このことは学

習意欲の向上につながると考えた。実習では協働の意味、粘り強く考え抜く習慣、コミュ

ニケーション力を駆使して課題を解決することを毎回 1 時間目に説明した。声掛けや助言

は高度な技術習得を目的とする実習内容を展開するために、実技と併せて実施することが

必要と言える。生徒の報告書に記述された感想を図 4～7、パフォーマンス評価を活用した

生徒によるパフォーマンス評価の割合を図8、教師によるパフォーマンス評価の割合を図9、

6 週目パフォーマンス評価用ルーブリックを表 3にそれぞれ示した。 
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図 4 達成感、協働力に関する A君の感想 

 

 

図 5 達成感、協働力に関する B君の感想 

 

 

図 6 考え抜く力に関する B君の感想 

 

 

図 7 主体的に取り組む力に関する B君の感想 

 

イ 生徒の自己評価 

1 班目は控えめに評価する生徒の割合が多い。2 班目は狙い通りの平均的評価である。3

班目は 1 週目から 6 週目まで高めに評価する傾向が強い。4～6 週目の評価が低くなる傾向

が表れている。これは単独で制御していたコンベアを全体として制御する工程回路の内容

が加わりレベルアップしたことが要因と考えられる。しかし、6週目には 6割以上の生徒が

質の保証レベル 5 または 4 の評価を選択した。図 8 から 3 つの班の平均値は狙い通りの割

合を示している。 
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図 8 生徒によるパフォーマンス評価の割合（H27 年度） 

 

 

図 9 教師によるパフォーマンス評価の割合(H27 年度 6週目) 

 

ウ 教師の評価 

平成 27 年度は前年度の実習担当者を一部変更し、授業を実施しパフォーマンス評価も行

った。結果として生徒の自己評価には班毎に偏りはあるが、それぞれの偏りは班分けをし

た時点で含まれる誤差の範囲といえる。図 9 より質の保証段階の 5 または 4 に相当する生

徒の割合は基礎的な技術・技能に関する項目と課題解決に関する資質・能力（粘り強く考

える、実践力など）は 8 割以上、意欲・自信に関する項目では 7 割以上であった。すなわ

ち技術・技能はスモールステップ課題を通して深く理解し習得しているといえる。総合す

るとパフォーマンス評価に対して約７割の生徒が質の保証段階に該当する。教師は生徒の

各課題に対する振る舞いと制御結果から生徒よりもやや高めに評価している。 

また、教師から抜き打ちの口頭試問も実施した。その結果、制御を良く理解している生

徒が多数いることが分かった。6週間の実習の結果、教師の聞き取りからも生徒の技術・技

能は向上し、技術者としての資質（主体的に粘り強く考え抜き、困難な課題を解決する力）

を育成できた。特に 6 週目のパフォーマンス課題は習得した知識・技術を駆使して自由に

解答するものである。課題を精査し解決方法を見つけ出し、まずやってみる意欲や実行力

などの資質が身に付いた。このことから、生徒は将来、様々な課題に主体的に挑戦してい

くことが期待できる。ものづくりを通して学力だけではなく、自信と実行力、技術者とし
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て学び続ける意欲を育成できたと言える。このことはものづくりに基づく資質・能力の教

育手法と客観的な評価に結び付いている。 

 

５．研究成果 

(1) 資質・能力の評価 

本校電子機械科の生徒に求められる資質・能力、評価方法を検討し評価を試みた。資質・能

力の中から、考え抜く力、協働する気持ち、多様性を受け入れる気持ち、コミュニケーン力、

実践力、実行力など観点別評価では測れなかった部分を明らかにできた。パフォーマンス評価

の結果から約 6 割を超える生徒の資質・能力を育成し保証できたと考える。PLC 実習では低い

自己評価を付けたが、機械加工やマイコン制御など他の分野では質保証に到達する生徒もいる

はずである。教師が生徒の目標や興味関心に合わせて、幅広く様々な分野で技術と資質・能力

を育成できれば、本校の目標とする効果的なものづくり教育、専門教育を達成できる。 

(2) スモールステップと汎用性 

本研究における高度な技術習得には、ルーブリックおよびスモールステップ方式の課題を活

用することが取り組みやすく、声掛けにより資質・能力を効果的に意識づけて高められること

がわかった。汎用性はルーブリックおよびパフォーマンス評価、スモールステップ、声掛けを

組み合わせて活用することで他科および他校の技術教育でも効果を期待できる。 

 

表 3 6 週目パフォーマンス評価用ルーブリック 
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６．今後の課題 

今年度の研究では電子機械科2年生のシーケンス制御実習に関するルーブリックとそれを活用し

た評価であり、生徒と教員双方がメリットを感じる結果となった。3 年間研究した結果から高度な

技術習得や資質・能力を評価することに有用であることが明らかになった。さらに学年や対象を広

げていくことが求められる。ただし、ルーブリックの作成は経験を増やしていったとしても、その

作成にはかなりの時間がかかることも実感した。そのために、学校、学年、生徒の課題を踏まえて

身に付けさせたい資質・能力を絞り込み、かつ、不足がないかを検討する必要がある。 

また、ルーブリックの活用に際して有効に機能したスモールステップ方式の課題についても、ル

ーブリックの作成とパフォーマンス評価は毎時間のテーマに合わせて用意する必要があり煩雑に

なることも事実で、さらなる検討が必要である。 

 

７．調査研究のまとめ 

 本研究により生徒の高度な技術習得状況と関連する資質・能力を抽出し評価することができた。

生徒は高度な課題に挑戦する過程で技術・技能を身に付け、同時に協働する姿勢、諦めずに粘り強

く考え抜く力を向上させたと言える。これは生徒のパフォーマンス評価、ポートフォリオ評価、実

習報告書の記述から明らかである。評価項目に技術・技能と資質・能力の項目を設定し、生徒と教

師は課題ごとに確認できるようにした。従来の観点別評価に加えて、パフォーマンス評価により生

徒と教師が相互に納得できる技術および資質・能力の評価に到達できた。また汎用性を持たせるた

めに基礎的・汎用的能力と課題解決能力の項目、課題レベルに合わせた基本的な資質も追加したが

あまり細かくしすぎないように工夫した。 

また、6週間の授業を通して生徒の高度な課題に対する学習意欲と自信を高められたことにより、

さらに高度な技術（技能検定電気機器組立シーケンス制御作業 3級）に挑戦する生徒が増加した（平

成 26 年度 13 名、平成 27 年度 21 名）。この授業は検定に挑戦する生徒を増やすことが目的ではな

いが、本校が生徒に身に付けさせたい資質・能力の育成に結びつき、自信と挑戦意欲、学び続ける

姿勢が育まれたと言える。授業では技術指導と同時に行う教師の声掛けも重要である。今回は生徒

の感想からも教員の声掛けが適切であったことがわかる。生徒への技術指導のポイントはスモール

ステップ方式の課題と到達点を自己評価により確認できるシステムを提供することである。どちら

が欠けても評価しづらく、ルーブリックの活用も難しいと思われる。 

   3 年間の研究の結果、6 週間の課題に向き合う中で達成感を得た生徒には、高い割合で粘り強く

考え抜く力を育成できることがわかった。講義で学ぶ知識に加え、主体的に資料等を調べ新しいも

のを生み出せる自信を作業経験として持っている将来の技術者である。いわゆる「やる気スイッチ」

が ON になったと言える。すなわち、ものづくり教育を通して、技術・技能、高い志、高度な課題

に対する意欲など育成して評価する手法を明らかにできた。 
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平成 28 年 1 月 10 日 

平成 27 年度研究実践報告書 

                               神奈川県立磯子工業高等学校 

                                校長 棟方 克夫 

１．研究課題 

ものづくり技術の向上を目指した教育における評価手法の研究 

 

２．研究目的 

本校の生徒は、本校での学習に目的意識を持って入学する者が多い一方、自ら考えて取り組むこ

とが苦手な者も少なくない。専門的職業人にとって、高校卒業後も自ら考え学び、チャレンジし続

けることが不可欠である。そこで、専門的職業人として必要な力「Ａ１～Ａ３」の評価方法と、「Ａ

１～Ａ３」及び主体的に学習に取り組む態度「Ｂ」を引き出す指導方法について研究する。 

Ａ１ 計画力 

自らの技能に合わせた目標を設定し、目標到達に必要な手順・時間等を見

通して考え調整する力 

Ａ２ 実行力 目標に向かって確実に取り組み、進めようとする力 

Ａ３ 課題発見力 作業を進める中で生じた課題を発見し、その解決方法を見いだす力 

Ｂ 主体的に学習に取り組む態度 

 

３．研究仮説 

［仮説Ⅰ］作業の見通しを立て、振り返る学習活動を重視した指導方法により、「Ａ１～Ａ３」及

び「Ｂ」を引き出すことができる。 
［仮説Ⅱ］ルーブリックシートを活用した評価方法の工夫により、「Ａ１～Ａ３」を高められる。 
(1) 仮説の背景 

    昨年度の研究を通じて、年間行動計画やその日の活動計画を確認し、計画修正をする時間の

設定が重要であることに気づいた。問題解決に向けたアドバイスやコーチング、評価のフィ－

ドバックが、生徒の意識向上や、ものづくりの技術習得への自信につながると考えた。 

ア 生徒・学校の課題 

○社会性豊かなプロフェッショナルの育成 

      自分で設定した目標に向かって取り組み、課題解決する力 

      能動的に対処する姿勢と、自分の限界を超えようとする意欲と意志 

→ 多様な峰を極め、日本を支える技術者を育成する 

○入学生徒の希望 

工業の資格取得や技術・技能の習得 → 確かな技術力を持つ専門的職業人を育てる 

イ 地域社会の課題 

   団塊世代の大量退職に伴い、技術技能の継承が急務であり、本校には次世代を担う人材

の育成が求められている。そのため、地域社会（企業）が求める人材を育成すると同時に、

自ら技術の向上を目指す意欲と粘り強さのある若者を育てることが必要と考える。 

(2) 研究の手法  

・作業日誌（図２）やワークシート（図５）から、記述内容や自己評価の変化を読み取る。 

・対象生徒に１年生を加え、３年生と基礎から学ぶ生徒の様子を比較する。 

・ルーブリックシート（例：図３）による学期末の評価結果を比較し、分析する 
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４．研究内容 

(1) 対象教科  工業（機械科） 

ア  科目：課題研究 

イ 科目：工業技術基礎 

(2) 対象生徒 

ア 溶接技術班 機械科３年 18 名 

「Ａ１～Ａ３」が最も要求される科目であり、研究対象として最適である。また、生徒一

人一人の状況が把握しやすく、タイムリーで丁寧なアドバイスができる。 

イ 旋盤班 機械科１年 78 名 

  工業高校において、ものづくりの基本的な技術を初めて学ぶ授業で、どのような授業展開

が有効なのかを考える。また、ものづくりに対する意識の変化の様子を３年生と比較する。 

(3) 評価手法 

・作業内容に即した項目のルーブリックシート（例：図３）によるパフォーマンス評価 

・作業日誌（図２）やワークシート（図５）によるポートフォリオ評価 

  (4) 指導方法  

ア 課題研究について 

 ①週３時間、１年間の授業の中で作成できる作品を考え、グループで年間計画表（図１）

を作成する。各学期末に振り返りと自己評価を行い、その後の作業計画に反映させる。 

②毎回の授業開始時に作業目標・作業計画を確認し、問題点や改善点が記録できる作業日

誌（図２）を作成する。同類の問題解決や失敗防止に役立ち、安心して作業ができる。

また、教員所見欄を利用し、生徒へのアドバイスや気付きのヒントを与える。 

③教員と生徒がそれぞれ各学期末に、ルーブリックシート（図３）による評価を行う。 

④生徒と話をして評価※をフィードバックすることで、適正な自己評価ができるように指

導する。  ※ルーブリックシート、年間計画表の活動評価、作業日誌の自己評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図１）課題研究 年間計画表（部分） 
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磯子工業高校　機械科　課題研究　　　溶接技術向上班　ル－ブリックシ－ト

評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

自分の作業能力にあった

計画をたて、不測の事態

にも対応できるよう作業

計画ができる

自分にあった作業計画を

たてることができる

指示通りの作業計画がで

きる

作業計画と作業能率のバ

ランスがうまくできていな

い

自分の作業進行を確認し

ながら、加工ができ、計画

通り加工時間以内に作業

を終了することができる

計画通りに時間内で作業

を終了することができる

計画した一部のみ作業が

できる

計画通りの作業ができて

いない

薄板や厚板など、材料に

合わせたアーク・ガス溶接

の手法を習得し、溶接す

ることができる

アーク・ガス溶接の操作

方法を理解して、溶接する

ことができる

指示通り、アーク・ガス溶

接を使って、溶接すること

ができる

アーク・ガス溶接の手法を

理解せず溶接することが

できない

安全に注意しながら、工

具・溶接機の操作を理解

し、スムーズに作業するこ

とができる

工具・溶接機の操作を理

解して、正しく取扱いがで

きる

工具・溶接機の操作がで

きる

工具・操作が不十分で、

操作法を理解していない

自分の加工・操作におい

て、問題点を分析し、改善

点を明確にすることで、そ

れを実行することができる

問題点・改善点を理解し

ているが、うまく実行でき

ていない

問題点を理解しているが、

改善点を見いだせずに実

行している

自分の問題点を理解せ

ず、作業をし、同じようなミ

スを繰り返す

評価基準

実

行

力

溶接技術を習得できている

（技能、思考・判断・表現）

工具・溶接機の操作等をじゅうぶん使いこなせる

（技能、知識・理解）

計画通り作業をすすめることができる

（技能）

項目 内　　容

計

　

画

　

力

順序立てて作業計画が立てることができる

（思考・判断・表現）

計画力に対する要因・分析・アドバイス

実行力に対する要因・分析・アドバイス

課

題

解

決

力

問題、課題判断し、新たに展開できる力

（思考・判断、知識・理解）

展開力に対する要因・分析・アドバイス

作業目標

作業計画

改善点

印

自己評価表

作業項目

Ａ

充分できた

Ｂ

おおむねできた

Ｃ

ふつう

Ｄ

できなかった

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

意欲的に作業をすすめたか

月　　   　日　（　　）

作業内容

安全に注意し、作業することができたか

指導教員所見

問題となる点があった場合、明確にできたか

評価内容

作業計画

溶接作業性

作業態度

班員と話し合い、協力して作業ができたか

作業計画が目標に向かって段階的になっていたか

計画した時間通りに作業できたか

予定した溶接部を接合することができたか

感想

作業前に服装を確認し、作業服に乱れがなかったか

 

 

 

                 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図２） 課題研究 作業日誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図３） 課題研究 ルーブリックシート 

毎回、授業前にグループで話し合い、明確

にした後、行動する 

４段階で作業項目に丸印

で自己評価を行う 

教員のアドバイス、気付い

た点を記載する 

生徒へのアドバイスや気付いた点を記入 
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イ 工業技術基礎について 

①今年度の授業改善点（図４） 

・「基礎実習」の時間設定 

基礎知識の学習 → 実習 

・ローテーションの設定 

ショップを２回受講  

→前回の問題点に気づき、   

自ら課題解決に挑む。 

②毎回の授業でワークシート（図５）を活用する。その日の作業計画を作成して始めるこ

と、自己評価及び他者評価を行って班の中で話合いができることを工夫した。 

    ③ルーブリックシート（図３と同形式）を旋盤ショップの１回目受講開始時に配付し、終

了時に回収して、２回目のショップ受講開始時に改善ができるよう生徒に返却する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図５） 工業技術基礎 旋盤ショップ ワ－クシ－ト 

 

教員のアドバイス、気

付いた点を記載する 

同じ班員が４段階で各

項目を評価する 

話し合い、評価を見て

改善点等を記載する 

（図４）機械科 工業技術基礎 授業改善点 
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 (5) 研究経過 

ア 課題研究について 

【生徒の評価活動】 

①年間計画表（図１）をグループで作成 

各班で年度当初に作成 → 学期ごとに計画の見直し・振り返り・自己評価 

②作業日誌（図２）を各自記入………冊子なので、以前の記録を振り返ることもできる 

  授業開始時にその日の「作業目標」「作業計画」をグループで確認後、記入 

  授業終了時にその日の「作業内容」「改善点」「感想」「自己評価」を記入 

③ルーブリックシート（図３）による評価を各自記入 

 工業高校で２年間学んできた生徒が、グループごとに自ら設定した課題に取り組む授業で

あるため、４月当初から対象生徒の学習意欲は高かった。しかし、自分の技能を踏まえて見

通しを立て、１年間の作業計画を作成することは３年生でも難しい。今年度は年間計画表を

修正しながら活用できるように、計画に対する作業状況を５段階で評価させる欄を追加した。 

 毎回の授業で作業日誌を書くことにより、生徒は自分の作業の進行状況を確認し、問題点

を明確にした。また、技術的な相談や質問をしてくる生徒には、まずグループで相談するよ

う促した。そのグループ協議をする際に参考になったのが、作業日誌の「担当教員所見」で

ある。指導記録として残すだけでなく、技術的な面でも役立つ資料となっていた。 

 １学期最後の授業で、これまでの振り返りと自己評価を行った。生徒は作業日誌を見なが

ら振り返り、自己評価を記入した。担当教員もルーブリックシートによる評価を行ったが、

授業観察に加え、作業日誌の生徒記載内容や「担当教員所見」は有効な評価資料となった。

自己評価と担当教員評価が異なる場合は、生徒のルーブリックシートの「分析・アドバイス」

の欄に、教員評価がなぜそうなるのか理解できるように記載し、自己評価の適正化を促した。 

 ２学期も、授業で作業日誌を書くことで、自分の作業を振り返り、課題発見と改善方法の

模索を繰り返し行った。授業観察及び作業日誌の記載内容から、自信を持って作業を進めて

いる様子が多く見られるようになった。２学期最後の授業で、１学期同様、年間計画表とル

ーブリックシートへの記入を行った。ここまでの経過を、今回の研究の分析対象とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図６）課題研究 作業風景 

 

イ 工業技術基礎について 

【生徒の評価活動】 

①ワークシート（図５）の作成………冊子なので、以前の記録を振り返ることもできる 

授業開始前にその日の「作業目的」「作業工程表」「作業目標」を記入 
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授業終了時にその日の「自己評価」「他者評価」「問題点」「改善点」を記入 

   →「他者評価」を入れることで、改善すべき点や良かった点をより明確に考えられる。 

②ルーブリックシート（図３と同形式）による評価を各自記入 

  ①のワークシートで振り返りながらショップ終了時に実施 

 同じショップを２回受講するので、課題発見及び解決の意識が向上する。 

１年生の中には、機械を使う作業を初めて行うことに不安を感じ、教員の説明がなかな

か耳に入らない生徒も少なくない。オリエンテ－ションで各ショップの概要を、次の「基

礎実習」で基本的な作業や知識を学ぶことで、作業に対する不安を取り除くようにした。 

作業の速い生徒へは、安全性や正確性を意識させるため、作業工程表の作成時に「安全

で、精度の高い作業をするには何が必要？」といった声掛けをした。作業がうまく進まな

い生徒へは、余裕をもった作業工程表にするようにアドバイスをした。また、自己評価と

他者評価の差がある場合は、その理由を考えるようにさせた。 

１回目のショップ終了時、これまでのワークシートを基にルーブリックシートへ記入さ

せ、教員も同じルーブリックシートで生徒一人一人の評価を行った。評価が生徒と教員と

で大幅に差が生じた場合やコメント等がある際には、「分析・アドバイス」に記載した。 

２回目のショップ開始時に、１回目のルーブリックシートを見直し、今後の方向性を共

有した。１回目よりも進んで課題に取り組み、作業に集中する様子がよく見られるように

なった。ワークシートの作成は継続して行い、「作業の見通しを立て、自分で考える姿勢」

が記録からも読み取れるようになってきた。２回目のショップ終了時に、前回同様ルーブ

リックシートによる評価を行った。ここまでの経過を、今回の研究の分析対象とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図７）工業技術基礎 授業風景 

 

(6) 仮説の検証 

ア ［仮説Ⅰ］の検証 

○３年生作業日誌及び１年生ワークシートにおける記述内容の変化 

３年生課題研究の作業日誌（図 8-1）には、班員に気を配りながら作業をしているが、う

まく計画通りに進められていない様子が見られる。指導教員所見欄に「２人で作業するとき

には段取りをきちんと計画、話をしてすすめよう」と書き、生徒に考えさせる指導をした。 

２学期後半の作業日誌（図 8-2）では、前回・今回・次回の作業内容が具体的に書かれて

いる。前回の作業を振り返り、より良い作品にするための修正を今回の作業で行ったこと。

作品完成までにどのような作業が残っているか、明確に意識していること。発表準備も並行

して始めたほうが良いこと。生徒自身が先を見通し、作業を進めている様子が読み取れる。 
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１年生工業技術基礎のワークシート（図 9-1）では、不慣れな旋盤作業に不安を感じてい

る生徒へ、「自分で作業工程をきちんと頭の中で整理していますか？」と担当教員がコメン

トを書いている。作業を始める前に、工程の見通しを立てることを促す指導を行った。 

２回目の旋盤ショップにおけるワークシート（図 9-2）では、「旋盤を始める準備から実習

がスムーズに出来、楽しく思えてきた」「次回はもっと完成度の高い作品を作るぞ」と、自

信を持って意欲的に授業に臨んでいる。作品への自己評価は具体的であり、作業時の心構え

にも言及している。作業工程を見通して実習を始めること、目標に近づこうとする自分の気

持ちを振り返りにより明確にすることが、この生徒の成長につながっていると考えられる。 

以上のように、作業日誌やワークシートにより作業計画を意識させ、自分の状況を振り返

る学習活動を積み重ねた結果、１年生・３年生いずれも、図 8-2 や図 9-2 と同様の変化が読

み取れる記録が多く見られた。「作業の見通しを立て、振り返る学習活動」により、「Ａ１～

Ａ３」及び「Ｂ」を引き出すことができたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （図 8-1）３年生課題研究［１学期前半］   （図 8-2）３年生課題研究［２学期後半］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （図 9-1）１年生工業技術基礎［１学期前半］ （図 9-2）１年生工業技術基礎［２学期後半］ 

 

○１年生ワークシートにおける自己評価・他者評価の変化（図 10） 

上段は１回目の旋盤ショップ最終回、下段は２回目のショップ最終回の評価である。 

１回目の自己評価は 14 項目中７つが「Ｃ」「Ｄ」であり、特に「作業計画」「仕上がり」

が十分でないとしている。他者（班員）評価と異なる評価も７項目ある。 

２回目の自己評価は「Ａ」が 14項目中 12個、他者評価ともほぼ一致した。自信を持って
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作業を行い、その結果にも満足している様子がわかる。２回目の評価が、自他ともに良好な

方向に変化する傾向は、多くの生徒に見られた。これは、前項「記述内容の変化」の分析結

果の裏付けとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 10）１年生 工業技術基礎 自己評価・他者評価の変化 

 

イ ［仮説Ⅱ］の検証 

ルーブリックシートによる自己評価の集計結果を次ページに示す（図 12）。 

１年生は旋盤ショップ各回の最後の授業で、３年生は学期末に行った。この評価は、担当

教員の評価のフィードバックを踏まえているので、適正なものと考えられる。また、項目内

容は次表の通りで、「専門的職業人として必要な力（Ａ１～Ａ３）」に対応している。 

分類 記号 ルーブリックの項目内容 

工業技

術基礎 

課題 

研究 

計画力 Ａ１ 順序立てて作業計画を立てることができる ○ ○ 

実行力 

A2-1 計画通り作業を進めることができる ○ ○ 

A2-2 

安全に注意しながら作業ができる ○  

溶接技術を習得できている  ○ 

A2-3 

機械操作・工具の取り扱いが正しくできる ○  

工具・溶接機等を十分に使いこなせる  ○ 

A2-4 授業内容を把握して、ワークシートをまとめることができる ○  

A2-5 準備・片付け・整理整頓を心がけている ○  

A2-6 技術習得を心がけて作業に取り組むことができる ○  

課題解決力 Ａ３ 問題、課題を判断し、新たに展開できる ○ ○ 
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（図 12）ルーブリックシートによる自己評価の集計結果 

まず、全体的な傾向として、１・３年生ともに全ての項目において、１回目よりも２回目の

方が「Ａ（大変よくできた）」「Ｂ（よくできた）」の評価が多くなった。これは、自分の「専

門的職業人として必要な力（Ａ１～Ａ３）」が向上した、と多くの生徒が考え、担当教員も同

様に考えていることを示している。本実践を通じて「Ａ１～Ａ３」が高められたと言える。 

     次に、１年生と３年生の変化の違いについて考える。１年生の１回目は、全体に「Ａ」が少

なく、５項目で「Ｃ」が多い。特に、「機械操作・工具の扱い（A2-3）」、「授業内容の把握（A2-4）」

「課題解決力（Ａ３）」の評価が低い。何をするのか、見通しをどう立てるのか、よくわかっ

ていない様子である。ところが２回目は、全項目で「Ａ」「Ｂ」の合計割合がほぼ 70％以上と

なった。工業科目を初めて学習した１年生だから、この飛躍的な向上が見られたと考えられる。 

３年生の１回目と２回目とでは、１年生ほど大きい変化はないが、「Ａ」の増加など評価が

高くなったことがわかる。特に、「課題解決力（Ａ３）」では、「Ａ」「Ｂ」の合計が半数弱から

９割近くまで伸びている。３年生では既に身に付いている能力も１年生より多い。本実践を通
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じて、より良い作品製作に向けた「課題解決力（Ａ３）」が向上し、更に高い技能習得を目指

し、自信を持って作業できていることがわかった。 

 

５．研究成果 

①目標設定を生徒自身が行うことは、自らの技能を自己評価し、取り組む内容や時間設定を考え

ることになる。作業の見通しを立てる時点から、主体的に取り組む姿勢が生まれる。 

②作業日誌やワークシートで自身の状況を振り返ること、それらの記録をポートフォリオ評価す

ることは、生徒の学習意欲を向上させ、より高度な技術習得につながる。 

③作業日誌、ワークシートなどをポートフォリオにすることは、生徒の気づきや判断、変化を把

握できるので、教員が適切な指導を行うのに大変有効である。 

④ルーブリックシートによる評価は、自分の現状を明確にとらえ、次の課題を発見するために大

変役立つ。定期的に行うことで、専門的職業人として必要な力を高められる。 

 

６．今後の課題 

本研究により、今回の指導及び評価手法が、生徒の主体的な学習活動の評価に有効であることが

わかった。学校全体で実践できれば、各教科の授業展開も従来のものから大きく変わり、組織的な

授業改善の推進、さらには専門的職業人として生涯学び続ける力の育成につながるものと考える。

それにはまず、工業科を中心に実践を広げることが課題である。準備すべきことを３つにまとめた。 

①各科目・課題の内容に合わせたルーブリックシートを用意すること 

今回同様、まず「計画力」「実行力」「課題発見力」に絞って作成する。 

②毎回の授業の最初と最後に、作業日誌やワークシートを記入させる時間を確保すること 

  生徒がやり方に慣れるまで多めに時間がかかるが、十分に書けるように時間調整する。 

③生徒が自ら考える授業展開及び評価の意義を、各担当教員が理解して取り組むこと 

タイミングよくアドバイスを与え、評価をフィードバックすることは、生徒の成長に欠かせ

ない。手間がかかると感じてもその意義を理解し、優先順位を上げて取り組みたい。 

 

７．調査研究のまとめ 

   １年目は、工業高校で育成すべき「専門的職業人に必要とされる力」とは何か、その定義につい

て研究した。全国工業高等学校長協会による工業高校在校生・卒業生アンケート調査や、企業関係

者との懇談、参考文献等を通じて知見を深める中、併せて授業や評価の方法を見直すことを決めた。 

   ２年目は、「専門的職業人に必要とされる力」を育成する指導及び評価手法について、授業実践

による研究を行った。「主体性」「積極性」「実行力」「課題発見力」と、自分の限界を超えよう

とする意欲と意志「チャレンジ精神」の育成を目指した。作業効率（加工時間）を考え、寸法精度

の高い製品を作り上げる技術力の評価に、ルーブリック及びポートフォリオを活用した。 

   今年度は、育成すべき力を更に精選し、１・３年生を対象として授業実践を行った。毎回の授業

で見通しを立て、振り返る時間を確保することにより、生徒は自らの成長を実感することができた。

また、ワークシートや作業日誌、ルーブリックシートの活用により、教員の評価を適切にフィード

バックすることもできた。今後も、この実践を継続し、より多くの科目で共有していきたい。 

今回の研究は、工業科だけでなく共通教科等の授業展開や評価方法、特に従来のペーパーテスト

では測れない学力の評価方法として十分参考になると考える。見通しを立て、状況を振り返る。課

題を発見し、解決策を考え、チャレンジする。この一連の学習活動を繰り返すことが、これからの

時代に求められる人材を育てると確信している。 
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平成28年１月10日 

平成27年度研究実践報告書 

愛知県立刈谷工業高等学校 

校 長 加 藤 良 和 

 

１．研究課題 

科目「課題研究」を通した専門的職業人としての資質・能力の指導及び評価手法の研究 

 

２．研究目的 

専門的職業人としての資質・能力を高めるための、「人間関係形成・社会形成能力」、「自己理

解・自己管理能力」、「課題対応能力」、「キャリアプランニング能力」に関する、「評価基準シ

ート」、「目標シート」、「振り返りシート」、「成長確認シート」を作成し、効果的な指導方法

および評価方法を研究する。 

 

３．研究仮説 

競技会開催の運営準備の学習において、「人間関係形成・社会形成能力」、「自己理解自己管理

能力」、「課題対応能力」、「キャリアプランニング能力」の各資質・能力の育成を目指した授業

を展開することにより、自発的な活動と自身について知るメタ認知活動が行われ、専門的職業人と

しての資質・能力を高めることができる。 

(1) 仮説の背景 

 本校は周辺に自動車関連企業が多く、地元産業界で活躍できる有為な人材を輩出している。卒

業生に占める就職者の比率は９割である。このようなことから、本校は専門的職業人の育成と自

発的に活動できる人材育成について、地域から大きな期待をかけられている。そのため、専門的

職業人としての資質・能力を高める指導方法を、教員が実践できることが必要不可欠である。 

ア 生徒・学校の課題 

 自己の良さへの自覚や自発的な活動ができない生徒が増える傾向にある。学習についても

与えられたことをこなしはするが、その意味を深く考えたり、見通しを持って次の学習に進

む生徒が少ない。このような生徒に対応した専門的職業人としての資質・能力を高める指導

方法の工夫・改善が必要になっている。 

イ 地域社会の課題 

９割の生徒が就職している。また、自動車関連企業が多く、専門的職業人の育成と自発的

に活動できる人材の育成について、地域企業から本校に寄せる期待が大きいが十分に応えて

いるとは言いがたい。 

 

(2) 研究の手法 

 能力の成長には、生徒自身が意識的に行動することが大切である。そのため、生徒に次の様

な手順で活動を行わせる。活動の様子は観察評価を行う。 

① 「目標シート」により、自身の成長目標を立てる。 

② 活動終了時点で「振り返りシート」を作成し活動内容を振り返る。 

③ 研究発表、研究文のまとめ作業を経て、活動の総括となる「成長確認シート」に回答する。 

 本研究のツールとして「目標シート」、「成長確認シート」、生徒の活動を評価する方法と

してブーリック表を作成する。「振り返りシート」は、まとめる力の育成するため様式を指定

しない。 

 

４．研究内容 

(1) 対象教科   工業・電気科 

ア 科目： 「課題研究」 ３年 

イ 単元： ロボット競技会の企画と運営 
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(2) 対象生徒 

電気科 ３年生 ８人 

 本校には、電気科、機械科、自動車科の３科があるが、「基礎的・汎用的能力」の各能力の

検証にはロボット競技会が行いやすいと考え、競技会を運営している電気科の生徒で検証を行

った。また、少人数であることは、発言のしやすさや協力しあうことが不可欠になり、生徒の

意識を高めると考えた。 

 

(3) 評価手法 

活動の様子に関するルーブリックを作成し、パフォーマンス評価を行う。 

「目標シート」、「振り返りシート」、「自己評価シート」などの成果物も含め総合的に評

価する。 

 

(4) 指導方法 

ビジネス界では、アイデアの創出方法、自身の考えのまとめ方、意見のまとめ方などの育成

方法について、マインドマップ、トヨタ式まとめ術などの問題解決法や能力育成法が古くから

研究されるとともに、実践されている。本研究においても、これらを活用し、能力の成長と評

価を行う。 

 

 (5) 研究経過 

  ア 評価基準シート 

「基礎的・汎用的能力」である「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」

「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」について、具体的な育成項目とその評価レベ

ルを定めた評価基準シート（表１）を作成し、この育成項目を科目「課題研究」の育成指針と

した。評価基準シートの作成にあたっては、評価基準シートを生徒と共有できるよう、成長を

促す言葉や達成目標を示す言葉で表した。 

 この評価基準シートを元に、年間指導計画に照らし合わせたメリエストーム競技会評価シ

ート（表２）を作成する。この評価シートは、教員が生徒を評価するためのもので、生徒と

は共有しない。 

 本研究では、活動内容を鑑み、主体性、達成志向、バランス力、技術力、チーム育成支援

、役割認識、協働、指導、対応力、コミュニティの育成、発表、振り返りの観点について評

価することにした。評価基準は３段階とした。 

 

イ 目標シートによる成長設定 

生徒が最初に行う活動として成長目標を立てることを行う。目標を書くことで、漠然とし

た願望や指標を具体化することができる。難易度が高い目標はステップ化をすることで、や

るべき事が身近になる。また、目標シートをチーム内で共有することで、目標レベルのバラ

ツキを均し、個人の目標をチームの目標にすることができると考える。目標の達成を具現化

するツールとして、株式会社原田教育研究所の原田式長期目的目標設定用紙を使用した。こ

の用紙は、目的、目標、生活態度を分析することで、目標達成に至るまでの問題を把握し生

活態度を改めることで最終目標を達成できるように作られている。アスリート育成用に使用

されている。表３に目標シート原田式長期目的目標設定用紙を示した。 

 

ウ 振り返りシート                 

 活動の成果をまとめる方法として、トヨタ社員が実践しているＡ３用紙１枚にまとめる手

法を行った。Ａ３用紙１枚にまとめる利点は、一目で全体を理解できることである。まとめ

るためには、目的の明確化、読者が理解しやすいストーリーとレイアウト、図・文章の表現

力が必要になる。生徒は、マインドマップ、ＫＪ法、フィッシュボーン図などを使用して導

き出した問題点やアイデアを「振り返り｣としてまとめた。表４に振り返りシートを示した｡ 
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表１ 評価基準シート 

 

  



- 80 - 

 

 

表２ メリエストーム競技会評価シート 

月

 

内

容 

評価項目 評価の観点 評価レベル 

４

月

 

自

己

目

標

（

係

・

役

割

）

の

設

定 

主体性 

目標は先生の目標と結びついてい

るか。また、設定した目標は目的

を果たすために成し遂げなければ

ならない事柄を明確に表現してい

るか。 

A 

知識、スキル、経験を活かし、集団の中で自分の判断で責任を持った行動目標が表現さ

れている。 

B 

指示されたことを達成するために知識、スキル、経験を活かした行動目標が表現されて

いる。 

C 与えられた目標を行動目標としている。 

達成志向 チャレンジングな目標であるか？ 

A 自己を理解し、行動目標の要素と実行に向けた考えが表現されている。 

B 自己を理解し、行動目標の要素が表現されている。 

C 行動目標を分析し自身の能力と比較していないので、達成できるか否か分からない。 

バランス力 

長期目標と短期目標はバランスを

とって設定したか 

A 

長期目標と短期目標を設定するにあたり、自身の役割やチームのスキルなどの視点から

物事を捉え、チームメイトを考慮したうえで目標を設定している。 

B 

短期目標を設定するにあたり、自身の役割やチームのスキルなどの視点から物事を捉え、

チームメイトを考慮したうえで目標を設定している。 

C 自己能力内で達成可能な目標を設定できる。 

５

月

～

７

月

（

ス

キ

ル

ア

ッ

プ

期

）

 

ロ

ボ

ッ

ト

組

立 

技術力 ロボットの開発 

A 

応用レベルのスキルを身につけていると共に学習者からの質問に対しても、理論的かつ

解りやすく説明することができる。 

B 応用レベルのスキルを身につけている。 

C 基礎的な組立やプログラミングができる。 

達成志向 

なぜだろうと疑問を持ち、自分か

ら取り組んでいる 

A 

普段から新しい目標を求めており、達成しようと努力する。失敗しても論理的な思考に

より改善を行い、あきらめず繰り返し挑戦する。 

B 普段から新しい目標を求めており、達成しようと努力する。失敗しても、再挑戦する。 

C 与えられた目標を達成しようと努力する。 

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ 

技術力 

制御プログラムを理論的に設計で

きる 

A 

応用レベルのスキルを身につけていると共に学習者からの質問に対しても、理論的かつ

解りやすく説明することができる。 

B 応用レベルのスキルを身につけている。 

C 基礎的な組立やプログラミングができる。 

達成志向 

なぜだろうと疑問を持ち、自分か

ら取り組んでいる 

A 

普段から新しい目標を求めており、達成しようと努力する。失敗しても論理的な思考に

より改善を行い、あきらめず繰り返し挑戦する。 

B 普段から新しい目標を求めており、達成しようと努力する。失敗しても、再挑戦する。 

C 与えられた目標を達成しようと努力する。 

講

習

会

準

備 

チーム育成

支援 

目標に沿って、チームのレベル向

上を図っている 

A 

自分の経験や知識に基づくアドバイスができるとともに、チームメイトへやる気を伝搬

でき、声かけやペース配分にも配慮できる。 

B 自分の経験や知識に基づくアドバイスができる。 

C 全てを把握し納得してから活動する。 

役割認識 

チームの目標を達成するために個

人の役割を理解し、当事者意識を

持って行動する 

A 

役割の意味を理解し行動でき、意欲を表現できている。また状況に応じて柔軟に他の役

目も行うことができる。 

B 役割の意味を理解し行動できる。状況に応じて柔軟に他の役目も行うことができる。 

C 役割の意味を理解し行動できる。 
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８

月

 

講

習

会 

協働 

共通の目標を達成するために信頼

関係を築くような行動をとる 

A 

チームメイトの「弱み」をカバーし、仕事の段取りや分担を行い、目標達成にむけ努力

した。 

B 自身に適した相手と協力して目標達成にむけて努力した。 

C 周囲の動きに追従し、作業を行った。 

指導 

スキルアップ期に学んだことを教

授する。理解しやすい説明、語調、

態度をコントロールし、学習者（中

学生）のために行動する。 

A 

学習者から信頼され、満足を与えることができる。また、学習者自身の力で学習を続け

ることができるようになった。 

B 

必要な知識、情報を与えることでき、学習者自身の力で学習を続けることができるよう

になった。 

C 学習者へ適切な指導を行うことができた。 

９

月

～

10

月

 

大

会

準

備 

チーム育成

支援 

目標に沿って、チームのレベル向

上を図っている 

A 

自分の経験や知識に基づくアドバイスができるとともに、チームメイトへやる気を伝搬

でき、声かけやペース配分にも配慮できる。 

B 自分の経験や知識に基づくアドバイスができる。 

C 全てを把握し納得してから活動する。 

役割認識 

チーム、組織の目標を達成するた

めに個人の役割を理解し、当事者

意識を持って行動する 

A 

役割の意味を理解し行動でき、意欲を表現できている。また状況に応じて柔軟に他の役

目も行うことができる。 

B 役割の意味を理解し行動できる。状況に応じて柔軟に他の役目も行うことができる。 

C 役割の意味を理解し行動できる。 

11

月

 

大

会

運

営 

協働 

共通の目標を達成するために信頼

関係を築くような行動をとる 

A 

チームメイトの「弱み」をカバーし、仕事の段取りや分担を行い、目標達成にむけ努力

した。 

B 自身に適した相手と協力して目標達成にむけて努力した。 

C 周囲の動きに追従し、作業を行った。 

対応力 

シミュレーションの中からトラブ

ルの予測を行う 

A 

問題点を把握し、問題解決に向け、速やかに決断し改善行動を指示し、実行することが

できる。 

B 問題点を把握し、問題解決に向けチームで調整を図ることができる。 

C 問題点を把握し、問題解決策とおりに改善行動を行うことができる。 

コミュニテ

ィの育成 

勝つことを目的にした参加者、応

援に集まる人など、周囲の様子を

正確に捉えることができる。 

A 

十分な観察を行えたことで、人の思いを正確に捉えることができ、次回案を提案するこ

とができる。 

B 十分な観察を行えたことで、人の思いを正確に捉えることはできた。 

C それに向けた行動を取っていない。 

12

月

 

発

表

会 

発表 

共通目標、個人目標を達成するた

めの、計画、実践、成果が明確に

示されている 

A 要旨がつかみやすく、また資料や図表などの工夫がある。 

B 十分ではないが準備した跡がみられる。 

C それに向けた行動を取っていない。 

１

月

 

反

省 

振り返り 

課題研究で自信がついたことを、

明確示すことができる 

A 

具体的な体験例を挙げ、自分の考えや気持ち、中学生、チームメイトの考えや気持ちを

交えて説明できる。 

B 具体的な体験例を挙げ、自分の考えや気持ちで説明できる。 

C 体験例を挙げるのみ。 
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表３ 目標シート 原田式長期目的目標設定用紙 

 

    

表４ 振り返りシート 

 



- 83 - 

 

表４に生徒が作成した振り返りシートを示しその各項目について、活動内容を説明する。 

①アイデアの構築 

付箋会議やレポート作成などにより、アイデアの共有化を図る。  

   

写真１ アイデア創出方法を学習     写真２ 考えを付箋に書く  

 

②計画・目的の明確化 

フィッシュボーン図による目的達成するための作業の書き出し、目標設定を行った。 

   

写真３ 付箋の意見を整理        写真４ ﾌｨｯｼｭﾎﾞｰﾝ図によるまとめ 

 

③プレゼンテーション（講習会の様子） 

夏季休業中に地元中学生を本校に集め、本校生徒が指導員になり、ロボットの組み立

て、プログラミングを指導した。この中で「パワーポイント」を利用したプレゼンテー

ションについて、事前準備に時間を掛けた。 

    

写真５ 個別指導の様子           写真６ 全体への教授の様子 

 

④ＬＥＧＯ 

 講習会でのロボット組み立て作業やプログラミング作業をシミュレーションし、作業

環境の整え方、作業時間などデータを収集し、講習会日程を考えた。 
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エ 成長確認シート 

 表５に示す成長確認シートは、自己評価により成長を客観的に数値化するものとして作

成した。スポーツ選手のインタビューや就職試験面接で「今日の出来は何点か」という問

いかけと同じ意味合いで、俯瞰して評価するためのものである。 

 

  表５ 成長確認シート 

 

 

(5) 仮説の検証 

表６に生徒が成長確認シートを記入した結果を示す。                            

    表６ 各生徒の成長確認シートの回答結果のまとめ 

生徒 Ｉ Ｕ Ｏ Ｋ Ｔ Ｓ Ｍ Ｗ 平均 

「最高の目標」達成度 80 80 80 80 70 70 80 20 70.0 % 

「中間の目標」達成度 100 90 100 100 70 80 90 40 83.8 % 

「絶対出来る目標」達

成度 

100 90 100 100 80 60 80 70 85.0 % 

「今回の目標」達成度 90 100 70 90 70 50 90 50 76.3 % 

平均 92.5 90.0 87.5 92.5 72.5 65.0 85.0 45.0 
  

           

ロボット組立技術 6 7 11 5 8 2 8 2 6.1 倍 

プログラミング技術 7 8 4 4 7 8 9 3 6.3 倍 

主体性 5 7 10 3 5 5 8 1 5.5 倍 

働きかけ力 4 4 7 3 5 5 7 1 4.5 倍 

実行力 5 8 7 3 7 5 9 1 5.6 倍 

課題発見力 7 6 8 3 7 4 8 5 6.0 倍 

計画力 5 5 8 3 7 2 8 2 5.0 倍 
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創造力 4 6 10 3 7 2 7 4 5.4 倍 

発信力 5 4 5 2 5 2 8 3 4.3 倍 

傾聴力 6 8 6 3 7 3 9 5 5.9 倍 

柔軟力 6 9 10 3 7 3 7 2 5.9 倍 

状況把握力 6 7 7 4 7 3 6 2 5.3 倍 

規律力 7 10 11 5 7 2 7 5 6.8 倍 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 7 9 6 2 7 2 8 5 5.8 倍 

平均 5.7 7.0 7.9 3.3 6.6 3.4 7.8 2.9 5.6 倍 

※「ロボット組立技術」より下の段は、自己能力が何倍に向上したかを表している。 

 回答結果から、各生徒の「ロボット組立技術」は数値がばらついていることが見て取れる。数値

と生徒の活動状況から、以下の様に考えた。 

 Ｓは、２倍と回答している。Ｓは、そつなくこなす器用さを持っているが、レゴへの興味は低く

自身でも能力的に伸びたとは感じていない。 

Ｏは、ロボット組立などにとても興味を持って取り組むが、手順や立体物のイメージングについ

て不器用な面があったため、達成感が大きかったと考える。 

 Ｗは、専門科目が苦手なこともあって、「ロボット組立技術」や「プログラミング技術」は伸び

ていないと感じている。しかし、生徒会や部活動で頑張った経験や成功体験が多くあり、主体性、

働きかけ、実行力は元々身につけている。そのため、この授業ではいつもどおりの活発さが目に付

いた。Ｗがいつもと同じ気持ちで取り組み、成長を感じなかったため１倍と回答したと考えるとそ

の回答に納得できる。従って、その他の項目についても、Ｗなりに正確に自己評価したものと言え

る。 

 Ｋはまじめな性格でやるべき目標は役割としてこなしている。しかし、他の項目については、そ

の自己回答とおり積極性に欠けていたと考える。 

 Ｍは、１８歳男性の平均身長よりかなり低く、態度にもおどおど感がある。この自己評価ももっ

と低いレベルの箇所へチェックを入れると思っていたが、予想に反して高い数値で回答した。 

特に実行力と傾聴力が９倍であったことについては、Ｍ自身の中で何かしらの「気づき」があった

と考える。 

 

５．研究成果 

今回の研究により、課題研究における指導方法とその評価方法が明確になった。生徒の行動を評

価する場合には、活動内容を図と文章で表現させることで適切に評価でき、観察評価と併せて的確

に評価することが出来たと考える。 

高いレベルの基礎的・汎用的能力を身につけるためには、経験の積み重ねが必要である。１年間

の課題研究で身に付くものではないが、基礎訓練としては有効であった。 

 

６．今後の課題 

本研究成果を課題研究の評価方法として普及させることを考えた場合、ものづくりの技の鍛錬を

テーマとした場合についても検討する必要がある。しかし、この問題についても、ものづくりの企

業では、若い技術者へ技術を伝承するための育成方法を多く編み出している。師匠の技を見て学ぶ

だけではなく、ロジカルな分析と思考を行い学習することから、ルーブリックで評価することは可

能であると考える。 

 

７．調査研究のまとめ 

本校の課題研究は、生徒の成長目標をはっきりさせないまま、実施していることが多々あった。

本研究では、評価の観点を「基礎的・汎用的能力」にしたことで、指導方法の選定と評価方法を具

体化することができた。生徒も教員も、活動内容や行為について、深く分析することで大きな成果

が得られ、その評価手法としてのルーブリックは適した方法であった。 



- 86 - 

 本研究の１年目に、韓国の工業教育を視察した。技術力を身につけさせるために企業が機材と指

導者を学校に派遣し教育することや数ヶ月に渡るインターンシップなどの指導は、「何をいつまで

に、どの様に教えるか」を突き詰めたものだった。必要に迫られてスキルが身についたということ

は、誰しも経験があると思う。韓国で工業教育を学ぶ学生たちは、リアルな空気を感じながら学ん

でいた。残念ながら、それらの取り組みの評価方法は不明であったが、そういった指導方法も生徒

にとって有意であることに十分に予想される。今後機会を作るなどして、さらに研究を深めていき

たい。 

 

引用文献 

原田式長期目的目標設定用紙 

 「原田隆史の成功塾」より引用  株式会社原田教育研究所   http://harada-educate.jp/ 
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カテゴリー②【実習･課題研究の指導に関する評価手法と指導方法】のまとめ 

 

実習･課題研究 

 カテゴリー②は実習･課題研究における評価手法と指導方法を中心に調査研究を実施した。実習そし

て課題研究は工業技術基礎と並んで各教科に属する科目として学習指導要領に記載され、配当する授業

時数を十分確保する科目である。実習は技術を実際の作業を通して総合的に習得させ，技術革新に主体

的に対応できる能力と態度を育てることを目標にしている。課題研究は課題の解決を図る学習を通して，

専門的な知識と技術の深化，総合化を図るとともに，問題解決の能力や自発的，創造的な学習態度を育

てることを目標にしている。従って実習･課題研究は共に生徒の好ましい態度の育成を目標にする科目

である。 

 

背景 

 実習の指導に当たっては生徒の興味・関心、進路希望等に応じて実習内容を重点化することや生徒に

実習内容を選択させるなど弾力的に扱うことと共に安全衛生や技術者としての倫理、環境及びエネルギ

ーへの配慮などについて、総合的に理解させるように取り扱われる。課題研究は生徒が適切な課題を設

定することができ、課題研究の成果について発表をする機会を設けるように取り扱われる。 

 

調査研究内容 

このカテゴリーでは「パフォーマンス評価を通して実践力、考え抜く力、コミュニケーション力、多

様性を受け入れる能力、学習意欲の向上」、「課題研究を通して生徒の基礎的・汎用的能力の向上」そし

て「学校から社会へのスムーズな移行を視野に入れ、基礎的・汎用的能力の向上」を図る評価手法と指

導方法を対象にした。基礎的･汎用的能力に含まれる生徒の好ましい態度の育成を実現するために実習

および課題研究の場で調査研究を実施した。 

 

研究成果 

 好ましい態度の育成において、生徒に求められる資質･能力を明確にし、評価方法を検討し、評価尺

度をルーブリックにまとめたことにより、意図的な教育活動をさらに活性化することができた。そして、

生徒の目標や興味･関心に合わせ、学校が目指す教育目標を効果的に達成できる見通しをもつことがで

きた。また、昨年度の実践を踏まえて、実習課題の工夫と生徒が能動的に実習にとりくめるアクティブ･

ラーニングの導入により、育成したい資質･能力を的確に評価し指導できる成果を得た。これは実習課

題の工夫が育成したい資質･能力を可視化することができたとも言え、評価、指導の質の向上につなが

った。 

 

課題 

 ルーブリックを活用した評価と指導は生徒と教員双方がメリットを感じることができたが、ルーブ

リックの作成にかなりの時間を要している。そのため今後は身につけさせたい資質･能力の絞り込み

が課題である。そして効果的な評価手法を日常的に活用するために具体的な活用方法の簡便化を追求

することが課題である。これは対象教科を広げる普及や定着させるうえでも課題である。また、ルー

ブリックによる評価を活用し易くする授業展開を工夫することも課題として見えてきた。 

 


